
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
お
大
師
さ
ま

四
国
霊
場
開
創
・
千
二
百
年
記
念
を
迎
え
、
全
国

よ
り
多
数
の
方
々
が
四
国
巡
拝
遍
路
を
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
頃
よ
り
、
外
国
人
遍
路
の
姿
が
目
に
つ

く
様
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
三
重
県
・
奈
良

県
・
和
歌
山
県
に
ま
た
が

る
紀
伊
山
地
の
「
吉
野
・

大
峯
」「
熊
野
三
山
」「
�

野
山
」
の
三
つ
の
霊
場
の

建
造
物
が
文
化
的
景
観
、さん

ま
た
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
参

け
い
み
ち

詣
道
も
世
界
遺
産
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
頃
よ
り
、
四
国
遍

路
を
世
界
遺
産
に
登
録
し

よ
う
と
い
う
声
が
出
て
き

ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
〇
八
年
）
四
国
四
県
の

自
治
体
、
経
済
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
が
集
ま
り

「
四
国
遍
路
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

世
界
遺
産
と
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
二
度
と

戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
と
言
う
平
和
の
為
に
、
国

際
機
関
ユ
ネ
ス
コ
が
人
類
の
過
去
か
ら
の
変
わ
ら

な
い
価
値
を
持
つ
文
化
遺
産
や
景
観
、
ま
た
両
方

の
価
値
を
持
つ
遺
産
を
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
し

ま
す
。

そ
れ
に
は
四
つ
の
条
件
が
あ
り
ま
す
、
一
、
不

動
産
で
あ
る
事
。
二
、
各
国
の
法
律
で
守
ら
れ
て

す
い
せ
ん

い
る
事
、
三
、
国
か
ら
の
推
薦
が
あ
る
事
、
四
、

暫
定
リ
ス
ト
（
国
別
の
リ
ス
ト
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
事
で
あ
り
ま
す
。

な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
四
国
遍
路
は
暫

定
リ
ス
ト
入
り
ま
で
に
は
到
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
第
二
十

か
く
り
ん
じ

番
・
鶴
林
寺
、
第
二
十
一

た
い
り
ゅ
う

じ

番
・
太
龍
寺
、
第
四
十
一

り
ゅ
う
こ
う
じ

番
・
龍
光
寺
、
第
四
十
二

ぶ
つ
も
く

じ

番
・
仏
木
寺
、
第
五
十

よ
こ
み
ね
じ

番
・
横
峰
寺
に
至
る
遍
路

道
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

四
国
遍
路
に
は
千
二
百

年
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、

古
い
お
堂
や
遍
路
道
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
「
お
接
待
」
と
言
う
世
界
に
類

を
み
な
い
世
界
平
和
に
貢
献
出
来
る
風
習
が
今
も

残
っ
て
い
ま
す
。

四
国
遍
路
が
是
非
共
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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今
回
の
満
足
行
は
六
月
の
パ
ー
ト
�
で
残
し
た
別

に
し
や
ま
こ
う
り
ゅ
う

じ

い
き

格
霊
場
、
第
十
番
・
西
山
興
隆
寺
と
第
十
一
番
・
生

き

じ
ぞ
う
し
ょ
う
ぜ
ん
じ

木
地
蔵
正
善
寺
か
ら
の
巡
拝
で
あ
る
。

紅
葉
、彩
ど
る
興
隆
寺（
十
一
月
十
六
日
）

朝
五
時
、
第
五
十
九
番
・
国
分
寺
よ
り
歩
き
始
め

る
。
西
山
興
隆
寺
は
山
全
体
が
伽
藍
、
本
堂
は
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
名
刹
で
あ
る
。
生
木
地
蔵
正

善
寺
は
、
お
大
師
さ
ま
が
楠
の
大
木
に
地
蔵
菩
薩
をよこ

刻
ん
だ
由
来
の
寺
で
あ
る
。
六
月
に
第
六
十
番
・
横

み
ね
じ

こ
う
お
ん
じ

峰
寺
、
第
六
十
一
番
・
香
園
寺
を
参
拝
し
て
い
る
の

ほ
う
じ
ゅ
じ

で
第
六
十
二
番
・
宝
寿
寺
に
急
ぐ
。
宝
寿
寺
は
国
道

十
一
号
線
沿
い
に
小
さ
く
ま
と
ま
る
。
第
六
十
三

き
っ
し
ょ
う

じ

び
し
ゃ
も
ん
て
ん

番
・
吉
祥
寺
は
近
い
、御
本
尊
は
毘
沙
門
天
で
あ
る
。

ま
え

初
日
に
ハ
ー
ド
だ
が
頑
張
っ
て
第
六
十
四
番
・
前

が
み
じ

神
寺
ま
で
歩
く
。

歩
行
距
離

三
十
五
㎞

し
ゅ
げ
ん
ど
う

修
験
道
の
雰
囲
気
漂
う
前
神
寺

（
十
一
月
十
七
日
）

い
し
づ
ち
さ
ん

第
六
十
四
番
・
前
神
寺
は
石
鎚
山
信
仰
の
寺
で
あ

え
ん
め
い
じ

る
。
前
神
寺
か
ら
別
格
霊
場
、
第
十
二
番
・
延
命
寺

は
ぎ
ゅ
う

ま
で
二
十
六
㎞
、
途
中
、
新
居
浜
市
萩
生
で
本
堂
の

仏
塔
に
目
玉
が
書
い
て
あ
る
萩
生
寺
で
昼
食
を
取
ら

せ
て
も
ら
う
。
延
命
寺
は
通
称
、
イ
ザ
リ
松
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
差
別
用
語
と
言
う
事
で
、
今
は
イ
ザ
リ

れ
い
ふ

松
と
は
呼
ば
な
い
。
こ
こ
の
霊
符
を
水
に
浮
か
べ
て

せ
ん
ま
い
ど
お

飲
む
と
病
気
が
癒
る
、
千
枚
通
し
が
有
名
で
あ
る
。

歩
行
距
離

二
十
八
㎞

れ
い
け
ん

せ
ん
り
ゅ
う

じ

霊
験
の
道
場
・
仙
龍
寺（
十
一
月
十
八
日
）

さ
ん
か
く
じ

第
六
十
五
番
・
三
角
寺
に
は
高
速
道
路
の
ガ
ー
ド

と
が
わ

を
く
ぐ
り
戸
川
公
園
よ
り
登
る
。
戸
川
公
園
で
石
川

君
と
い
う
青
年
か
ら
、
お
茶
と
菓
子
の
お
接
待
を
い

た
だ
く
。
毎
週
、
金
曜
日
に
お
接
待
と
の
事
、
有
り

難
く
い
た
だ
く
。
第
六
十
五
番
・
三
角
寺
に
は
十
一

時
過
ぎ
に
着
く
。
参
拝
後
、
四
国
中
央
市
の
石
村
照

子
さ
ん
と
上
田
好
子
さ
ん
よ
り
昼
食
弁
当
の
お
接
待

二
年
に
一
度
、
毎
回
の
お
接
待
に
恐
縮
す
る
。

三
角
寺
よ
り
別
格
霊
場
、
第
十
三
番
・
仙
龍
寺
に

は
約
五
㎞
の
山
越
え
道
、
途
中
、
山
桜
の
巨
木
な
ど

趣
の
有
る
遍
路
道
で
あ
る
。
石
段
は
自
然
石
を
並
べ

て
あ
る
の
で
下
り
は
注
意
し
て
歩
く
。

仙
龍
寺
の
本
堂
は
谷
間
に
建
て
ら
れ
た
舞
台
造
り

参
拝
は
本
堂
に
上
っ
て
拝
む
。
別
格
霊
場
、
第
十
四

つ
ば
き
ど
う

ほ
り
き

番
・
椿
堂
に
向
か
い
堀
切
り
ト
ン
ネ
ル
入
口
ま
で
歩

く
。

歩
行
距
離

二
十
二
・
五
㎞

椿
堂
で
大
雨

（
今
回
は
一
回
の
み
）（
十
一
月
十
九
日
）

堀
切
り
ト
ン
ネ
ル
よ
り
歩
き
平
山
分
岐
よ
り
、
別

格
霊
場
、
第
十
四
番
・
椿
堂
に
歩
く
。
椿
堂
は
、
お

大
師
さ
ま
が
病
気
に
苦
し
む
土
地
の
人
々
を
救
う

為
、
椿
に
病
気
を
封
じ
込
め
た
と
い
う
由
来
の
寺
で

あ
る
。

こ
こ
で
参
拝
中
、
に
わ
か
に
大
雨
、
お
勤
め
が
終

わ
る
頃
に
は
雨
が
あ
が
る
。
今
回
の
雨
は
こ
の
時
だ

け
で
あ
っ
た
。

は
し
く
ら

じ

別
格
霊
場
、
第
十
五
番
・
箸
蔵
寺
と
八
十
八
ヶ

う
ん
ぺ
ん
じ

さ
か
い

め
と
う
げ

所
、
第
六
十
六
番
・
雲
辺
寺
に
登
る
為
に
境
目
峠
を

越
え
徳
島
県
三
好
市
池
田
町
に
入
る
。
コ
ー
ス
の
都

合
と
休
息
で
早
く
宿
に
入
る
。

歩
行
距
離

十
七
㎞

こ
ん

ぴ

ら

し
ん
こ
う

金
毘
羅
信
仰
の
巨
刹
、
箸
蔵
寺

（
十
一
月
二
十
日
）

別
格
霊
場
、
第
十
五
番
・
箸
蔵
寺
は
箸
蔵
山
の
中

腹
に
巨
大
な
伽
藍
が
広
が
る
。
金
毘
羅
さ
ん
の
奥
の

院
、
丁
度
、
日
曜
日
、
紅
葉
の
中
は
多
数
の
参
拝
者

で
賑
わ
っ
て
い
る
。

参
拝
後
、
下
山
、
吉
野
川
、
池
田
ダ
ム
の
北
岸
道

を
歩
き
第
六
十
六
番
・
雲
辺
寺
の
登
山
口
、
佐
野
の

近
く
ま
で
歩
く
。

歩
行
距
離

十
七
・
五
㎞

ほ
と

雲
の
辺
り
の
寺
、
雲
辺
寺

（
十
一
月
二
十
一
日
）

五
時
、
佐
野
よ
り
雲
辺
寺
道
を
登
る
。
約
一
時
間

半
で
陵
線
に
着
く
。
雲
辺
寺
は
標
高
九
百
ｍ
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
中
、
最
高
所
に
あ
る
寺
で
あ
る
。

ほ
と
り

御
詠
歌
に
「
は
る
ば
る
と
雲
の
辺
の
寺
に
来
て
、

ふ
も
と

月
日
は
今
は
麓
に
ぞ
見
る
」
詠
ま
れ
て
い
る
。

朝
方
、
時
雨
た
の
か
一
面
の
ガ
ス
、
お
勤
め
を
し

て
い
る
と
冷
え
込
ん
で
く
る
。
雲
辺
寺
か
ら
別
格
霊

は
ぎ
は
ら
じ

場
、第
十
六
番
・
萩
原
寺
に
は
長
い
屋
根
道
を
下
る
。

ひ
ぶ
せ

萩
原
寺
の
御
本
尊
は
火
伏
地
蔵
尊
、
防
火
に
霊
験

あ
ら
た
か
と
聞
く
。
萩
原
寺
か
ら
八
十
八
ヶ
所
、
第

だ
い
こ
う
じ

こ
ま
つ
お

じ

六
十
七
番
・
大
興
寺
、
通
称
、
小
松
尾
寺
、
山
門
の

か
や
、
と
楠
の
大
木
が
印
象
に
残
る
。

歩
行
距
離

三
十
三
・
四
㎞

ね

は
ん

ど
う
じ
ょ
う

さ
ぬ

き

涅
槃
の
道
場
、
讃
岐
に
入
る

（
十
一
月
二
十
二
日
）

今
日
で
七
日
目
、
体
は
慣
れ
て
き
た
が
少
し
疲
れ

じ
ん
ね
ん
い
ん

て
き
た
。
第
六
十
八
番
・
神
恵
院
と
第
六
十
九
番
・

か
ん
の
ん
じ

観
音
寺
は
一
ヶ
所
に
二
霊
場
で
あ
る
。

一
ヶ
所
に
二
霊
場
な
の
で
歩
い
て
移
動
が
無
い
が

座
し
て
、
お
勤
め
の
為
、
足
が
痺
れ
て
立
ち
上
が
れ

な
い
。
第
七
十
番
・
本
山
寺
に
は
五
㎞
と
近
い
、
い

つ
も
遠
く
か
ら
目
に
付
く
五
重
塔
は
改
修
中
、
御
本

ば
と
う
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ

尊
は
馬
頭
観
世
音
菩
薩
「
オ
ン

ア
ミ
リ
ト

ド
ハ

ン
バ

ウ
ン
パ
ッ
タ

ソ
ワ
カ
」
と
唱
え
る
。
第
七

い
や
だ
に

じ

十
一
番
・
弥
谷
寺
ま
で
は
約
十
一
㎞
。
参
道
の
俳
句

や
ま
が
ら

茶
屋
で
山
雀
と
遊
ぶ
、
弥
谷
寺
の
本
堂
、
大
師
堂
の

階
段
は
疲
れ
た
足
に
は
堪
え
る
。

あ

み

だ
さ
ん
ぞ
ん

ま
が
い
ぶ
つ

し

本
堂
下
の
阿
弥
陀
三
尊
の
磨
崖
仏
や
大
師
堂
の
獅

し
く
つ

子
窟
と
印
象
に
残
る
寺
で
あ
る
。

歩
行
距
離

二
十
一
・
九
㎞

人
生
即
遍
路
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第
十
三
回
、
パ
ー
ト
�

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
よ
り

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日別格第１３番・仙龍寺への道

山桜の巨木

別格第１４番・椿堂

別格第１１番・生木地蔵

第６６番・雲辺寺
第７１番・弥谷寺参道で

山雀と遊ぶ
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お
大
師
さ
ま
出
生
、
ご
幼
少
期
の
寺
々

（
十
一
月
二
十
三
日
）

あ
ま
ぎ
り
と
う
げ

弥
谷
寺
の
本
堂
の
下
よ
り
天
霧
峠
の
山
道
に
入

か
い
が
ん
じ

る
。
別
格
霊
場
、
第
十
八
番
・
海
岸
寺
に
行
く
道
が

あ
る
。
歩
く
人
が
少
な
い
の
か
、
か
な
り
荒
れ
て
い

る
。

う
ぶ
や

海
岸
寺
は
お
大
師
さ
ま
の
生
ま
れ
た
産
屋
の
由
来

あ
る
寺
、
本
堂
と
大
師
堂
は
道
路
と
線
路
を
挟
み
離

ま
ん
だ

ら

れ
て
い
る
。
八
十
八
ヶ
所
、
第
七
十
二
番
・
曼
荼
羅

じ

し
ゅ
っ
し
ゃ
か

じ

寺
と
第
七
十
三
番
・
出
釈
迦
寺
と
打
つ
、
第
七
十
四

ぜ
ん
つ
う
じ

番
・
甲
山
寺
、
第
七
十
五
番
・
善
通
寺
は
近
い
。

善
通
寺
は
お
大
師
さ
ま
の
生
ま
れ
た
寺
で
あ
り
、

真
言
宗
善
通
寺
派
の
本
山
で
あ
る
。

こ
と
ひ
ら
ち
ょ
う

善
通
寺
参
拝
後
、
金
毘
羅
さ
ん
の
琴
平
町
ま
で
歩

く
。

歩
行
距
離

二
十
七
㎞

ま
ん

お
大
師
さ
ま
が
、
今
に
活
き
て
い
る
満

の
う
い
け

濃
池

（
十
一
月
二
十
四
日
）

か
ん
の

じ

別
格
霊
場
、
第
十
七
番
・
神
野
寺
は
満
濃
池
の
畔

に
佇
む
。
満
濃
池
は
お
大
師
さ
ま
が
嵯
峨
天
皇
よ
り

た
め
い
け

命
を
受
け
、修
築
し
た
日
本
一
の
溜
池
で
あ
る
。
神

野
寺
か
ら
琴
平
、
善
通
寺
市
と
打
ち
戻
り
、
第
七
十

こ
ん
ぞ
う
じ

ど
う
り
ゅ
う

じ

六
番
・
金
倉
寺
、
第
七
十
七
番
・
道
隆
寺
と
打
つ
。

道
隆
寺
の
御
本
尊
は
薬
師
如
来
、
眼
病
に
霊
験
あ
ら

た
か
と
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

歩
行
距
離

二
十
八
・
六
㎞

朝
、
道
を
間
違
え
、
夕
に
へ
ん
ろ
こ
ろ

が
し
に
喘
ぐ

（
十
一
月
二
十
五
日
）

ご
う
し
ょ
う

じ

第
七
十
八
番
・
郷
照
寺
に
歩
く
が
、
コ
ー
ス
を
間

違
う
、
郷
照
寺
は
躍
り
念
仏
、
時
宗
の
寺
、
境
内
よ

り
瀬
戸
大
橋
を
望
む
。
坂
出
市
の
旧
商
店
街
を
歩
き

ほ
う
げ
ん

第
七
十
九
番
・
天
皇
寺
、
保
元
の
乱
で
讃
岐
に
流
さ

す
と
く
て
ん
の
う

れ
た
崇
徳
天
皇
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。

こ
く
ぶ
ん
じ

第
八
十
番
・
国
分
寺
を
参
拝
し
、
第
八
十
一
番
・

し
ろ
み
ね
じ

白
峯
寺
に
遍
路
こ
ろ
が
し
の
急
坂
を
登
る
。
陵
線
よ

り
は
落
ち
葉
を
鳴
ら
し
て
歩
く
、
白
峯
寺
の
紅
葉
が

鮮
や
か
で
あ
る
。

歩
行
距
離

二
十
二
・
五
㎞

最
終
日
、
五
色
台
か
ら
高
松
市

（
十
一
月
二
十
六
日
）

最
終
日
、
五
色
台
の
陵
線
の
道
路
を
第
八
十
二

ね
ご
ろ
じ

番
・
根
香
寺
に
歩
く
。
こ
こ
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て

有
名
で
あ
る
。
御
住
職
は
も
う
終
わ
っ
た
と
言
っ
て

い
た
が
、
ま
だ
美
し
い
彩
り
を
残
し
て
い
る
。

こ
う

根
香
寺
を
参
拝
後
、
別
格
霊
場
、
第
十
九
番
・
香

ざ
い
じ

西
寺
に
下
る
。
香
西
寺
よ
り
高
松
市
街
に
歩
き
、
第

い
ち
の
み
や
じ

い
い
だ

八
十
三
番
一
宮
寺
に
向
か
う
。
途
中
、
飯
田
の
接
待

所
が
あ
る
。お
茶
、
お
菓
子
が
用
意
さ
れ
て
い
て
ト

イ
レ
は
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
、ほ
ん
と
う
に
有
難
い
お

接
待
の
心
に
頭
が
下
が
る
。

第
八
十
三
番
・
一
宮
寺
に
は
午
後
二
時
過
ぎ
に
着

き
参
拝
し
て
、
今
回
の
満
足
行
を
終
わ
る
。

歩
行
距
離

十
八
・
六
㎞

今
回
の
満
足
行
は
十
一
日
間
、
行
き
帰
り
日
を
含

め
る
と
十
三
日
間
の
日
程
で
幾
分
疲
れ
た
が
、
幸
い

落
伍
者
、
事
故
も
な
く
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
道
中
、
多
数
の
方
々
か
ら
接
待
や
励

ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

合
掌

同
行
者

十
六
名

（
一
部
参
加
者
も
含
む
）

修
行
日
数

十
一
日
間

歩
行
距
離

二
百
七
十
二
㎞

「
私
の
満
足
行
」

二
〇
一
一
年
の
夏
一
人
で
歩
き
遍
路
を
始
め
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
、
東
日
本
大
震
災
の
二
日
前
私
達

夫
婦
の
三
十
六
回
目
の
結
婚
記
念
日
に
母
が
亡
く

な
っ
た
事
と
私
が
還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
り
人
生
の

総
括
を
す
る
た
め
で
す
。
翌
年
の
夏
二
度
目
の
歩
き

遍
路
で
�
大
師
遍
路
会
館
で
宿
泊
し
た
時
、
住
職
様

が
歩
き
遍
路
を
行
っ
て
い
る
事
を
知
り
昨
年
の
夏
よ

り
参
加
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
何
度
か
の
お
遍
路

を
体
験
し
私
が
感
じ
た
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
何

事
も
諦
め
ず
逃
げ
な
い
で
今
を
大
切
に
生
き
て
行
く

と
い
う
事
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�
大
師

さ
ん
こ

ま
つ

�
野
山

三
鈷
の
松

�
大
師
境
内
、

大
師
堂
と
多
宝
塔

の
間
に
一
本
の
松

の
木
が
在
り
ま

す
。
こ
の
松
は
、

松
葉
が
「
三
本
」

に
な
っ
て
い
る
�

が
ら
ん

野
山
・
伽
藍
の
三

鈷
の
松
で
あ
り
ま

す
。こ

の
三
鈷
の
松
に
は
、
お
大
師
さ
ま
が
�
野
山
開

創
に
つ
い
て
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

え
ん
り
ゃ
く

お
大
師
さ
ま
は
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
年
）

け
ん
と
う
せ
ん

遣
唐
船
で
唐
（
中
国
）
に
渡
ら
れ
勉
学
、
大
同
元
年

（
八
〇
六
年
）
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
が
、
帰
国
の
際

中
国
の
浜
よ
り
「
密
教
相
応
の
地
あ
ら
ば
、
早
く
帰

さ
ん
こ
し
ょ

り
て
、
こ
れ
に
点
ぜ
よ
」
と
法
具
の
「
三
鈷
杵
」
をひ

日
本
に
向
か
っ
て
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
飛

ぎ
ょ
う
さ
ん
こ

行
三
鈷
」
と
言
い
ま
す
。

こ
う
じ
ん

お
大
師
さ
ま
は
帰
国
後
、弘
仁
七
年（
八
一
六
年
）

�
野
山
開
創
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
、
�
野

山
・
伽
藍
の
松
に
中
国
よ
り
投
げ
ら
れ
た
「
三
鈷

杵
」
が
光
を
放
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
大
師
の
三
鈷
の
松
は
昭
和
六
十
年
、
香
川
県
の

こ
つ
な
き
ん
じ

琴
参
バ
ス
の
運
転
手
を
さ
れ
て
い
た
、
勿
那
欣
三
さ

ん
が
�
野
山
の
三
鈷
の
松
の
種

か
ら
苗
を
お
こ
し
て
育
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。

こ
の
三
本
の
松
の
葉
は
、
三

つ
の
福
が
あ
る
と
言
わ
れ
必
ず

良
い
事
が
起
こ
る
「
福
徳
円

満
」
の
お
守
り
と
し
て
身
に
付

け
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

�大師・三鈷の松

満濃池

第８２番・根香寺・牛鬼像 第８０番・国分寺山門

ブログ「�大師本坊
歩き遍路・沙門明善」

＊満足行修行の道中日記や写真をブ
ログで更新しています。ご覧下さ
い。

愛
知
県
名
古
屋
市

平

井

葉

子

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第７９号（平成２９年１月１日）�
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��

一
願

三
千
円

長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
特
別
大

添
え
護
摩
木
で
す
。

柴
燈
護
摩
壇
を
囲
い
、
ご
祈

念
し
て
火
を
燈
し
ま
す
。

本
厄
の
方
、
ご
病
気
の
方
、
今
年
の
星
回
り
が
黒
星
の
方
、
良

い
一
年
に
な
る
よ
う
節
分
・
運
勢
の
変
わ
り
目
に
ご
祈
願
を
お
勧

め
致
し
ま
す
。

��
��
��
��� �

��
��
��
		



��
��

��壱

萬
円

壇壇
木木
にに
願願
いい
をを
書書
いい
てて
ごご
祈祈

念念
致致
しし
まま
すす
。。

◎◎
数数
にに
限限
りり
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
集集

まま
りり
次次
第第
終終
了了
ささ
せせ
てて
頂頂
きき

まま
すす
。。

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
		
��
����

日 時 平成２９年２月２０日（月）～
平成２９年２月２５日（土） ６日間

集 合 平成２９年２月１９日（日） 午後５時
一宮寺近く、天然温泉きらら

巡 路 第８４番・屋島寺～第８８番・大窪寺まで
（別）２０番・大瀧寺より車移動（別）４番・
�大師～徳島港～和歌山港より歩き
高野山・奥の院まで（歩行距離 １３９．８㎞）

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します。

���������	
����������������������
���� �����!�"
�#$%&�'�()*+
,#�-.

※参加申し込み〆切日 平成２９年１月３１日

参 加 料

１０，０００円

百
八
ヶ
寺
、
百
八
回
の
ご
祈
願

/
0
1
)
2
3
,�

4
5
6
�
�

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
日（
月
）〜

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
五
日（
土
）六

日
間

第
十
三
回
、
満
足
行
パ
ー
ト
６
は
、
第
八
十
四
番
・

屋
島
寺
よ
り
第
八
十
八
番
・
大
窪
寺
ま
で
（
別
格

二
十
番
・
大
瀧
寺
を
含
む
）
高
野
山
・
奥
の
院
ま

で
歩
い
て
巡
拝
致
し
ま
す
。

お
四
国
を
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

歩
い
て
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

あ
な
た
に
代
わ
り
歩
き
、
お
願
い
事
を
百
八
ヶ
寺

の
ご
宝
前
に
て
お
大
師
さ
ま
に
お
願
い
、
ご
祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

7
8
9
:�

;
<
;
9�

=
>
?
@
A

※
代
参
ご
祈
願
ご
希
望
の
方
は
二
月
十
日

ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
代
参
巡
拝

後
ご
祈
願
札
を
お
授
け
致
し
ま
す
。

<BCDE
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KLMN
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傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊代、昼食代は
各自、個人負担

第１３回

（平成２９年１月１日）第７９号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



お
不
動
様
の
お
力
に

お
す
が
り
し
て

あ
ま
ね
く
悪
を
退
け

本
当
の
幸
福
と
い
う
名
の

功
徳
を
つ
か
ん
で

頂
き
た
い
の
で
す

護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

滋
賀
県竹

林

昭

夫

福
岡
県多

田

忠

香

港陳

詠

嫻

香

港柯

詠

霖

平
成
二
十
八
年
七
月

一
日
よ
り
平
成
二
十

八
年
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
お
花
代
、
お

供
え
と
し
て
奉
納
さ

れ
た
方
で
す
。
こ
こ

に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

千
体
地
蔵
尊
奉
安

ご
祈
願
の
お
勧
め

ごご
先先
祖祖
・・
法法
名名
、、
ああ
なな
たた
のの
おお
願願
いい
事事
をを

地地
蔵蔵
尊尊
石石
仏仏
にに
刻刻
印印
。。

��
大大
師師
本本
坊坊
境境
内内
、、
水水
琴琴
水水
掛掛
地地
蔵蔵
尊尊
のの

並並
びび
にに
永永
代代
にに
奉奉
安安
祈祈
願願
。。

千千
体体
地地
蔵蔵
尊尊

奉奉
安安
ごご
祈祈
願願
料料

拾
万
円

文
字
の
刻
印
料
、
一
文
字

五
百
円

奉安ご祈願
千体地蔵尊

※奉安・ご祈願
の方はお申し出
下さい。
申込書をお送りします。

�
��

�
��

�
�
�
	


�
�

�

お
大
師
さ
ま
ご
修
行
の
霊
地
、
四
国
で
永
代
に
ご
供
養
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
お
位
牌
、
過
去
帳
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
法
名
を
毎
月
の
ご
命
日
に
永
代
に

御
供
養
致
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
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�
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��

�
�
�
�
�

�

一
月
十
五
日（
日
）

午
前
六
時

�
大
師
境
内

法
要
に
ご
参
加
、
ご

宿
泊
の
方
、
一
年
間
の

無
病
息
災
を
ご
祈
念
し

た
焼
餅
、
小
豆
粥
を
振

舞
い
ま
す
。

宿
泊
ご
希
望
の
方
、
お

申
し
出
下
さ
い
。

一
月
十
四
日
ま
で
に
お
送
り
下
さ
い
。

お
守
り
、
お
札
以
外
は
お
断
り
し
ま
す
。

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第７９号（平成２９年１月１日）�



東
京
都古

家

裕

子
三
体

兵
庫
県阿

部

洋

子

岡
山
県玉

木

ク
ニ
ヱ

広
島
県光

原

茂

樹

徳
島
県白

野

貴

大

香

港余

英

林

葉

智

敏

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
八
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
六
十
七
番

大
興
寺

神
奈
川
県

本

間

康

代

兵
庫
県阿

部

英

次

兵
庫
県阿

部

洋

子

兵
庫
県阿

部

浩

史

兵
庫
県内

海

し
な
ゑ

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
八
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

一
願
一
体

弐
万
円

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

特特
選選

��
大大
師師
銘銘
香香

進
物

三
、
五
〇
〇
円

徳
用

一
、
七
〇
〇
円

小
箱

八
五
〇
円

本 格

白 壇
徳用（２，７００円）

小箱（１，２５０円）

智慧の香り（金粉入）

般 若
徳用（２，５００円）

小箱（１，２５０円）

の
し
、
宛
名
お
書
き
し
ま
す

※
満
中
陰
の
お
返
し
、
法
事
の
粗
供
養
等
で
多
数
ご
利
用
の
方

は
お
申
し
出
下
さ
い
。


�
�
�
�
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�
�

�
�
��

�

�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

不
動
洞
内
、
八
十
八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前

に
立
体
的
な
蓮
華
台
を
設
置
。
蓮
の
華
に
い

だ
か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の
尊
い
ご
縁
で

生
か
さ
れ
て
お
り
、ま
た
毎
日
あ
ら
ゆ
る
力
の

お
か
げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
尊
い

お
か
げ
の
心
を
ご
供
養
す
る
お
気
持
ち
で
蓮

華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万
円
と
し
各
霊
場

側
面
に
府
県
名
、
ご
芳
名
を
記
し
永
代
に
ご

供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合

掌

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

（平成２９年１月１日）第７９号 ６��大師だより（年２回 １・７月発行）
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宮
城
県佐

藤

テ
イ
子

千
葉
県林

和

子

東
京
都大

松

慈

永

飯

島

睦

子

長
野
県古

屋

智
惠
子

愛
知
県青

木

聰

文

青

木

常

晃

村

岡

英

靖

山

口

土
貴
子

兵
庫
県松

浦

幸

子

市

村

明

子

奈
良
県坂

本

和

子

岡
山
県井

上

信

子

岡
山
県天

野

恒

道

森
泉
寺

亀
井
山

俊

光

徳
島
県東

山

正

恵

山

野

�

由

愛
媛
県貧

者
の
一
灯

佐
賀
県桑

原

高

士

桑

原

ス
ミ
代

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
八
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

北
海
道

吉

鷹

美

枝

滋
賀
県

柴

田

政

見

柴

田

信

枝

大
阪
府

遠

藤

道

康

三

宅

礼

子

兵
庫
県

段

小
夜
子

内

海

し
な
ゑ

愛
媛
県

真

木

ミ

ヤ

佐
賀
県

桑

原

真

一

桑

原

康

一

熊
本
県

霜

野

稔

霜

野

セ
イ
子

平
成
二
十
八
年
七
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
八
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
に

奉
納
祈
願
さ
れ
た
方
で

す
。

（
敬
称
略
）

ごご
奉奉
納納
文文
字字
数数

現現
在在

�
�
�
�
�
�
�

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

����� ��	
���
上記の巻数は、平成２年１２月１日より

平成２８年１１月３０日までの累計です。

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の

方
々
の
お
写
経
を
多
宝
塔
に
奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し

出
い
た
だ
い
た
お
写
経
は
多
宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出

下
さ
い
、
お
送
り
し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お
写
経
奉
納
料

一
巻（
一
枚
）千
円

�
大
師
・
多
宝
塔

ご
奉
納

一
羽

千
円

�
大
師
で
は
皆
様
の
願
い
、
壱
萬
人
の
想
い
を
募
り
般
若
心
経
の
書
か
れ
た
紙
に
、
願

い
を
込
め
て
折
っ
て
戴
い
た
鶴
「
壱
萬
羽
鶴
」
の
ご
奉
納
祈
願
を
発
願
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
お
願
い
事
を
般
若
心
経
・
多
宝
塔
の
観
音
様
に
お
伝
え
し
、
飛
天
さ
ん
に
天
空

界
へ
と
届
け
て
戴
き
ま
す
。

「
お
願
い
事
、
お
名
前
を
書
き
、
一
折
、
一
折
に
想
い
と
祈
り
を
込
め
て
一
羽
の
鶴
を
完

成
さ
せ
て
下
さ
い
。」

多宝塔内、奉安

�
�
�

��

�
�
�
	

平
成
２５
年
１１
月
３
日
よ
り
平
成
２８
年
１１
月
３０
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

「「
壱壱
千千
文文
字字
」」ごご
奉奉
納納

願願

主主

ごご

芳芳

名名

ご
病
気
の
方
の
快
復
を
願
い
、
子

宝
、
出
産
、
試
験
等
の
諸
願
成
就
の

為
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
鎮
魂

の
為
、様
々
な
願
い
を
鶴
に
込
め
て
、

お
祈
り
下
さ
い
。

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第７９号（平成２９年１月１日）�



�
大
師
で
は
、
高
等
学
校
、大
学
校
の
入
学
試
験
を

は
じ
め
各
種
の
資
格
試
験
の
合
格
成
就
を
特
別
に
護
摩

祈
願
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ご
祈
願
、
ご
希
望
の
方
は
、お
名
前
、年
令（
か
ぞ
え

年
）、志
望
校
名
、
受
験
日
、
受
験
番
号
等
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

護
摩
祈
願
を
申
し
上

げ
、
受
験
前
に
ご
祈
願

札
、
特
製
合
格
御
守
、

合
格
念
珠
を
お
授
け
致

し
ま
す
。

結
願
大
法
要
、
平
成
二
十
九
年
二
月
三
日（
金
）

��
��
��
��
��
��

��
��
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午前９時
お申し出の星祭り祈願は１月５
日、寒の入りの開白より２月３日の
結願までご祈念致します。

		

������

午前１０時
大般若経６００巻転読の風（般若の

風）は遍く広く功徳があると言われ
ています。

����		��������

午後１時
炎の中に不動明王がおられる護摩
は全ての不浄や災難を焼き尽くして
下さります。

����������

午後２時
知らず知らずに犯している罪を焼
き祓い、心身共に清め得難き、ご利
益を授かります。

※※
星星
祭祭
りり
ごご
祈祈
願願
、、
おお
申申
しし
出出
のの
方方
はは
おお
急急
ぎぎ
下下
ささ
いい
。。

二
月
二
日
「
節
分
・
星
祭
り
」
前
夜
祭

「
飛
天
曼
荼
羅
、ご
開
帳
結
縁
法
要
」

法
要
、
夜
七
時
よ
り

飛
天
の
研
究
、
第
一
人
者
で
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
が
心
魂
を
注

ぎ
三
年
の
月
日
を
か
け
完
成
さ
せ
た
、
飛
天
の
ご
開
帳
結
縁
法
要
を
執

り
行
い
ま
す
。

法
要
後
に
は
塔
内
に
入
っ
て
戴
け
ま
す
、
ど
う
か
、
こ
の
機
会
に
飛

天
曼
荼
羅
空
間
を
体
感
さ
れ
、
飛
天
さ
ま
と
結
縁
を
お
結
び
下
さ
い
。

二
月
三
日
「
節
分
・
星
祭
り
」

ご
参
加
ご
宿
泊
希
望
の
方
へ

�
大
師
で
は
毎
年
二
月
三
日
「
節
分
」
に
そ
の
年
が
悪
事
・
災
難
を

の
が
れ
、
無
事
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
星
祭
り
大
法
要
を
厳
修
致
し
ま

す
。運

勢
の
変
わ
り
目
、
節
分
の
法
要
に
「
ご
参
加
ご
修
行
」
し
て
悪
事

退
除
の
一
年
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

※
宿
泊
予
約
は
一
月
二
十
日
ま
で
に
お
電
話
下
さ
い
。

�
大
師
試
験
合
格

成
就
特
別
護
摩
祈
願

ご
祈
願
規
定

参
万
円
（
二
十
一
日
ご
祈
願
）

壱
万
円
（
七
日
ご
祈
願
）

五
千
円
（
三
日
ご
祈
願
）

参
千
円
（
一
日
ご
祈
願
）

合
格
祈
願
札

合
格
念
珠

合
格
御
守

（平成２９年１月１日）第７９号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


